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政
令
第

号

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
八
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
又
は
既
存
入
居
者
若
し
く
は
」
を
「
、
既
存
入
居
者
又
は
」
に
、
「
に
よ
り
、
」
を
「
そ
の
他
既
存
入

居
者
又
は
同
居
者
の
世
帯
構
成
及
び
心
身
の
状
況
か
ら
み
て
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
五
十
歳
」
を
「
六
十
歳
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の

第
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
当
該
手
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
身
体
上
の
」
を
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
で
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
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お
い
て
「
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
で
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

イ

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
又
は
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
五
条
の
規

定
に
よ
る
保
護
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
し
た
命
令
の
申
立
て
を
行
つ
た
者
で
当
該
命
令
が

そ
の
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

第
六
条
第
四
項
中
「
い
ず
れ
か
の
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

入
居
者
又
は
同
居
者
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
場
合

イ

障
害
者
基
本
法
第
二
条
に
規
定
す
る
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の

ロ

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
程

度
で
あ
る
も
の

ハ

第
一
項
第
四
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
該
当
す
る
者

第
六
条
第
四
項
第
二
号
中
「
五
十
歳
」
を
「
六
十
歳
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
入
居
者
又
は
」
を
削
り
、
「
第
一
項
第
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三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
該
当
す
る
」
を
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
公
営
住
宅
の
」
の
下
に
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
年
度
の
」
を
加
え
、
「
次
の
表
の
上
欄
各
項
に
定

め
る
入
居
者
の
収
入
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
各
項
」
を
「
同
欄
に
掲
げ
る
年
度
の
区
分
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

入
居
者
の
収
入
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

入

居

者

の

収

入

二
十
万
円
を
超
え

二
十
三
万
八
千
円

二
十
六
万
八
千
円

三
十
二
万
二
千
円

年

度

二
十
三
万
八
千
円

を
超
え
二
十
六
万

を
超
え
三
十
二
万

を
超
え
る
場
合

以
下
の
場
合

八
千
円
以
下
の
場

二
千
円
以
下
の
場

合

合

初
年
度
（
法
第
二
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
公
営
住
宅
の

家
賃
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ

五
分
の
一

四
分
の
一

二
分
の
一

一

た
年
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
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お
い
て
同
じ
。
）

初
年
度
の
翌
年
度

五
分
の
二

四
分
の
二

一

一

初
年
度
の
翌
々
年
度

五
分
の
三

四
分
の
三

一

一

初
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
を

五
分
の
四

一

一

一

経
過
し
た
年
度

初
年
度
か
ら
起
算
し
て
四
年
度
以

一

一

一

一

上
を
経
過
し
た
年
度

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第

四
項
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
第
八
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
五
十
歳
以
上
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で
あ
る
者
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」

と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

公
営
住
宅
の
入
居
者
が
一
部
施
行
日
前
に
五
十
歳
以
上
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
十
八
歳

未
満
の
者
又
は
一
部
施
行
日
前
に
五
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
公
営
住
宅
法
第
二
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る

収
入
の
条
件
及
び
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
入
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
六
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

新
令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
度
以
降
の
年
度
の
毎
月
の
家
賃
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
五
条

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
公
営
住
宅
に
現
に
入
居
し
て
い
る
者
で
こ
の
政
令
に
よ
る
改

正
前
の
公
営
住
宅
法
施
行
令
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
賃
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
係
る
新
令
第
八
条
第
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
公
営
住
宅
の
家
賃
が
定
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
つ
た
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
九
年
度
」
と
す
る
。
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理

由

公
営
住
宅
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
管
理
を
図
る
た
め
、
同
居
親
族
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
の
資
格
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
収
入
超
過
者
に
対
す
る
措
置
に
よ
る
家
賃
を
当
該
家
賃
が
定

め
ら
れ
て
か
ら
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
て
引
き
上
げ
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


